
生活の足を確保する自動運転の実装

自動運転車両の“愛称”が決定

出張診療所等への利用
役場→漁協スーパー→ 病院の拠点を周回

奥永源寺×自動運転 太地町×自動運転
【令和3年4月23日～実装開始】 【令和4年11月1日～実装開始】

滋賀県
東近江市

和歌山県
太地町

日枝神社前

黄和田上

杠葉尾口

銚子ヶ口入口

杠葉尾

走行ルート

道の駅
「奥永源寺渓流の里」
※多様な機能・役割
・行政機能
・出張診療所
・市場（日曜開催）
・健康イベント 等

銚子ヶ口岳登山口
年間約1,200人
（登山届者数）

キャンプ場

キャンプ場

キャンプ場

路面に敷設した電磁誘
導線でカートタイプの
車両走行を誘導

電磁誘導線

高齢化や人口減少が進行する中で、生活に不可欠な移動手段を確保していくためには、自動運転技術を地域社会に実装していくことが必要で
あり、特に、高齢化が著しい中山間地域等では、待ったなしの状況にあります。このため、地域の拠点としての道の駅等を活用しながら、路車
協調での自動運転の実装を進めています。実装後も、ビジネスモデルの改善や走行時のリスク回避を道路側から支援するシステムなど、さらに
利活用や安全性を向上し、持続可能な取り組みとなるよう支援します。

【関連ページ】自動運転レポート
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買い物拠点：漁協スーパー

走行ルート

地理院地図

令和６年４月より
道の駅から直接発着可能に！

奥永源寺渓流の里

愛称：けい流カー
※愛称の由来：永源寺は自然が
いっぱいだし、青い車が走っているから

令和４年１１月から実装（延長：3.2km）

令和６年４月から実装（延長：3.2km）

実装予定（ルートは想定）

令和３年４月から実装
（延長：2.2km）

令和６年４月から実装
（延長：0.1km）

自動運転車両の
仕組み
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https://www.kkr.mlit.go.jp/road/dgmx/jidouunten/ok0bp10000001pmu.html

	生活の足を確保する自動運転の実装

